
 

 

2 0 1 9 年 1 1 月 5 日  

 

「調布市ヘルスケアスマートシティプロジェクト」が 

総務省「データ利活用型スマートシティ推進事業」に認定 
  

ア フ ラ ッ ク 生 命 保 険 株 式 会 社 ( 代 表 取 締 役 社 長 : 古 出  眞 敏 ) が 調 布 市 （ 市 長 :

長友  貴樹）と連携した「調布市ヘルスケアスマートシティプロジェクト 」 が 、

総 務 省 が 推 進 す る 「 デ ー タ 利 活 用 型 ス マ ー ト シ テ ィ 推 進 事 業 」 に 認 定 さ れ ま し

たのでお知らせします。 

 

当社は、調布の街の持続的な発展と社会的課題の解決に向けて、調布市ととも

に、それぞれが保有する特性・資源・ノウハウ等を活かしながら、これまで以上

に幅広く多様な分野において連携・協力することを目的として 2 0 1 9 年 8 月に包

括的なパートナーシップ協定を締結しました。  

 

今般、同協定に基づき立ち上げた「調布市ヘルスケアスマートシティプロジェ

ク ト 」 が 、 総 務 省 が 推 進 す る 「 デ ー タ 利 活 用 型 ス マ ー ト シ テ ィ 推 進 事 業 」 に 認

定 さ れ ま し た 。 同 事 業 は 、 I C T * 1 を 活 用 し た ス マ ー ト シ テ ィ * 2 型 の 街 づ く り を

通 じ て 地 域 が 抱 え る さ ま ざ ま な 課 題 の 解 決 や 地 域 活 性 化 ・ 地 方 創 生 を 実 現 す べ

く、総務省が推進している事業です。  

 

本 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 産 官 学 と 連 携 ・ 共 創 を 行 い 、 デ ー タ 連 携 基 盤 や プ ラ ッ

ト フ ォ ー ム に よ る 地 域 課 題 解 決 モ デ ル を 構 築 し 、 地 域 の 活 性 化 と 市 民 サ ー ビ ス

の向上、社会的価値の創出を目指します。  

ま た 、 当 社 が 有 す る 健 康 増 進 に 関 す る さ ま ざ ま な デ ー タ と ソ リ ュ ー シ ョ ン 、

が ん 患 者 支 援 の た め の ネ ッ ト ワ ー ク 、 当 社 が 推 進 し て い る 健 康 経 営 や ダ イ バ ー

シ テ ィ の 取 り 組 み 等 の ア セ ッ ト や 知 見 を 活 用 し な が ら 、 四 半 世 紀 に わ た っ て 関

係 を 築 い て き た 調 布 の 街 に お い て 、 C S V 経 営 を 実 践 す る こ と で 、 ス マ ー ト シ テ

ィ型の街づくりに貢献していきます。  

 

今 後 、 本 認 定 を 契 機 と し て 、 調 布 市 を 舞 台 と し て 多 く の 地 元 組 織 と 密 に 連 携

し 、 先 進 的 な 技 術 や ア イ デ ア を 模 索 し な が ら 社 会 課 題 解 決 型 の 実 証 実 験 を 行 い

ます。  

具 体 的 に は 、 働 く 人 や 場 所 に 関 す る デ ー タ を 活 用 し た 働 き や す い 場 の 創 出 や

健 康 デ ー タ に 基 づ く 適 切 な 健 康 増 進 プ ロ グ ラ ム の 提 案 、 I C T を 活 用 し た 教 育 機

会の提供といった取り組みを予定しています。  

 

当社はこれまで、調布市とスポーツ・文化振興、障害者支援、教育、子育て支

援などさまざまな分野の連携・協力事業を通して協力関係を構築してきました。

今後も、調布市の街づくりの推進や地域の活性化・振興につながるようさまざま

な取り組みを推進していきます。 
 

* 1
I C T： I n f o r m a t i o n  a n d  C o m m u n i c a t i o n  T e c h n o l o g y （通信技術を活用したコミュニケーション）

 

* 2
都市や地域の機能やサービスを効率化・高度化し、生活の利便性や快適性を向上させるとともに、人々

が安心・安全に暮らせる街  

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
* E d u c a t i o n× T e c h n o l o g y を組み合わせた造語で、テクノロジーを活かし教育にイノベーションを起こす

ビジネスやサービスの総称 

別紙 


